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代表質問（要旨）

「希望」が持てる県づくりを

  

議
員
提
出

○
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の
適
正
な
執

行
を
求
め
る
意
見
書

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

○
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
に
際
し
て
の
賀

詞
奉
呈
に
つ
い
て

○
災
害
被
災
者
へ
の
支
援
充
実
を
求
め
る
意

見
書

○
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
推
進
を
求
め
る
意
見

書
○
地
方
分
権
の
さ
ら
な
る
推
進
と
地
方
財
政

の
立
て
直
し
を
求
め
る
意
見
書

○
経
済
成
長
を
実
現
で
き
る
平
成
二
十
二
年

度
予
算
の
編
成
を
求
め
る
意
見
書

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

○
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
継
続
と
さ

ら
な
る
充
実
を
求
め
る
意
見
書

○
警
察
官
の
増
員
を
求
め
る
意
見
書

○
信
号
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
を
求
め
る
意

見
書

  

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
四
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
二
件
）

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
高
校
生
修
学
支
援
基
金
条
例

○
茨
城
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時

特
例
基
金
条
例

○
茨
城
県
医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金

条
例

○
茨
城
県
介
護
基
盤
・
処
遇
改
善
等
臨
時
特

例
基
金
条
例

○
茨
城
県
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条

例
○
茨
城
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基

金
条
例

◆
条
例
の
全
部
改
正

○
茨
城
県
青
少
年
の
健
全
育
成
等
に
関
す
る

条
例

○
茨
城
県
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
補
助

に
関
す
る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
茨
城
県
健
や
か
こ
ど
も
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
茨
城
県
警
察
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
工
業
団
地

事
業
用
地
）

○
県
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
防
災
用
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
）

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て
（
茨
城

中
央
工
業
団
地
事
業
用
地
）

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て
（
萱
丸

地
区
業
務
用
地
）

ほ
か
八
件

　平成21年第３回定例県議会は、以下の会期日程で開催され
ました。

■10月5日(月) 本 会 議

■10月8日(木)・9日(金) 本 会 議 （代表質問・質疑）

本 会 議 （一般質問・質疑）■10月13日(火)
　14日(水)・ 15日(木)

■10月20日(火) 本 会 議 （予算関係議案常任委員長報告等）

■10月21日(水) 決算特別委員会

■10月16日(金)・19日(月) 常 任 委 員 会

■10月22日(木) 予算特別委員会

■10月23日(金) 県出資団体等調査特別委員会

■10月26日(月) 本 会 議 （委員長報告、採決、閉会）

議
員
（
自
民
）  

「
幸
福
」
を
願
う

「
希
望
」
と
「
変
革
」
は
表
裏
一
体

の
概
念
で
あ
る
が
、
失
わ
れ
た
十
年

以
降
、
様
々
な
格
差
が
拡
大
し
「
希

望
は
失
わ
れ
た
」
と
も
言
わ
れ
る
な

か
、
県
民
が
「
希
望
」
を
持
て
る
県

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い

く
の
か
。

知
事　

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
「
生
活
大
県
」
づ
く
り
を
進
め
、

県
民
の
不
安
を
取
り
除
く
と
と
も
に
、

「
産
業
大
県
」
づ
く
り
の
推
進
に
よ

る
地
域
活
力
の
維
持
や
、
青
少
年
に

夢
や
希
望
を
持
た
せ
る
教
育
が
重
要

と
考
え
る
。

議
員　

知
事
と
県
議
会
の
関
係
に
お

い
て
は
、
良
い
意
味
で
の
緊
張
関
係

と
中
立
公
正
な
立
場
に
立
っ
た
是
々

非
々
主
義
が
必
要
で
あ
り
、
議
員
の

提
案
を
真
摯
（
し
ん
し
）
に
受
け
止

め
県
政
運
営
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
県
政
運
営
の
基

本
姿
勢
で
県
議
会
に
臨
む
の
か
。

知
事　

議
会
と
執
行
部
は
緊
張
関
係

を
保
ち
つ
つ
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

県
政
の
発
展
と
県
民
福
祉
の
向
上
と

い
う
共
通
の
目
標
に
向
か
い
連
携 

協
力
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
県

政
の
重
要
課
題
に
対
し
、
情
報
を
積

極
的
に
提
供
し
、
開
か
れ
た
場
に
お

い
て
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
、
議
員

か
ら
の
提
案
な
ど
は
真
摯
に
受
け
止

め
で
き
る
限
り
県
政
運
営
に
取
り
入

れ
て
い
く
。

議
員　

将
来
負
担
額
に
占
め
る
比
率

の
高
い
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
な
ど
も
含
め

た
将
来
負
担
比
率
引
下
げ
の
数
値
目

標
を
示
す
と
と
も
に
、
対
応
策
に
つ

い
て
県
民
に
説
明
す
る
な
ど
、
将
来

負
担
に
係
る
政
策
決
定
の
過
程
を
明

確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
は
。

知
事　

数
値
目
標
は
、
税
収
動
向
な

ど
に
よ
り
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
設
定
し
て
い
な
い
が
、

ご
指
摘
の
と
お
り
Ｔ
Ｘ
な
ど
に
係
る

将
来
負
担
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
具
体
的
対
応
策
も
含
め

た
将
来
負
担
全
体
の
縮
減
策
に
つ
い

て
、
議
会
の
審
議
を
い
た
だ
い
た
上

で
早
期
に
着
手
し
た
い
。

議
員　

不
適
正
な
経
理
処
理
に
つ
い

て
県
の
調
査
結
果
を
伺
う
。
さ
ら
に

損
害
等
に
つ
い
て
の
返
済
措
置
及
び

再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

知
事　

調
査
の
結
果
、
監
査
の
指
摘

以
外
に
も
「
預
け
金
」
な
ど
の
不
適

正
経
理
が
あ
っ
た
。
使
途
不
明
金
や

私
的
流
用
は
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
県
民
の
皆
様
に
心
よ
り
お
詫

び
す
る
。
速
や
か
に
調
査
結
果
を
公

表
す
る
と
共
に
関
係
職
員
の
処
分
や

県
に
与
え
た
損
害
の
返
還
に
つ
い
て

適
切
に
対
応
す
る
。

議
員　

政
策
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
国
や
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
か
と
い
う
原
則
を
示
し
、

確
固
と
し
た
政
治
理
念
を
も
っ
て
政

策
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
こ
の
政
策
決
定
に
お

け
る
原
則
論
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

知
事
の
認
識
を
伺
う
。

知
事　

ま
ず
は
目
指
す
べ
き
国
家
像

や
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
国
家
戦

略
を
構
築
し
、
そ
の
原
則
の
上
に

立
っ
て
個
々
の
政
策
は
決
定
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。
新
政
権
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
国
家
戦
略
に
基
づ

く
政
権
運
営
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

私
も
、
政
策
決
定
に
お
け
る
原
則
論

の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
県
政
運
営

に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
長
期
総
合
計
画
策
定
と

ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
、
安
全
・
快
適

な
社
会
づ
く
り
、
政
権
交
代
を
踏
ま

え
た
県
政
の
重
要
政
策
へ
の
対
応
な

ど
も
質
問
）

　

平
成
二
十
一
年
第
三
回
定
例
会
は
、
十
月
五
日
か

ら
十
月
二
十
六
日
ま
で
二
十
二
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
知
事
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
茨
城
県
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
員
か
ら
平
成
二
十
一
年

度
補
正
予
算
の
適
正
な
執
行
を
求
め
る
意
見
書
な
ど

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
は
、
希
望
が
持
て
る
県
づ
く
り
の
推
進

方
策
、県
北
臨
海
部
の
産
科
医
療
の
確
保
、ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
早
期
運
用
開
始
策
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

（
二
・
三
面
）

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
病
院
事
業
経
営
改
善
の
今

後
の
目
標
、
県
北
地
域
の
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
と

販
売
戦
略
、
水
海
道
有
料
道
路
の
無
料
化
、
障
害
者

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
策
、
筑
波
山
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
、
Ｔ
Ｘ
秋
葉
原
駅
の
利
便
性
向
上
策
、

県
民
所
得
の
向
上
策
、
自
殺
予
防
対
策
の
取
り
組
み

強
化
、
命
を
大
切
に
す
る
教
育
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。（
四
・
五
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審
議
、
そ
の
他

所
管
事
務
に
関
す
る
質
疑
を
行
い
、
茨
城
空
港
開
港

の
メ
リ
ッ
ト
の
積
極
的
な
周
知
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故

の
教
訓
の
風
化
防
止
策
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
摂
取
開
始
時
期
、
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
内
容
、
県
有
施
設
の
耐
震
化

へ
の
取
り
組
み
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

の
公
表
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。（
六
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審
査
の
ほ
か
、

台
風
十
八
号
の
被
災
者
支
援
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
、

子
ど
も
の
医
療
費
完
全
無
料
化
、
警
察
官
大
量
退
職

時
期
の
課
題
と
対
策
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
事
務
の

あ
り
方
、
動
物
愛
護
行
政
の
推
進
、
義
務
教
育
の
完

全
無
償
化
、
暗
渠
（
あ
ん
き
ょ
）
排
水
事
業
な
ど
の

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。（
三
面
）

　

ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
は
、
平
成
二
十
年
公
営

企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

（
七
面
）

　

県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
県
出
資

団
体
や
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
経
営
健
全
化
を
図

る
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
活
発
に
議
論
し
、

精
査
団
体
及
び
精
査
会
計
の
改
革
方
針
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。（
七
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、
報

告
、
意
見
書
、
請
願
な
ど
の
四
十
三
件
の
議
案
等
が

可
決
、
同
意
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡　

正
彦

（
自
由
民
主
党
）

長
谷
川
修
平　

（
民　

主　

党
）

井
手　

義
弘　

（
公　

明　

党
）

●
質
問
者

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

第3回定例会の主な日程

今
定
例
会
の
概
要

「
希
望
」が
持
て
る
県
づ
く
り
の
推
進
方
策
は

生
活
大
県
づ
く
り
を
進
め

県
民
の
不
安
を
取
り
除
く


